
平素は、弊社商品にお取り組み頂き、 
まことに、ありがとうございます。 
月間通信 2月号をお送り致しました。 
何卒、よろしくお願い致します。 
 

=文字造形の試み 藤井平司氏= 
この画像に意味があるのか

と言われると、『大して意味は
ありません』 と応えるしかない。
ただ、文字というのは凡そこの
ように成り立っているのかなと
思う。   
むかし、生協で商品担当を

している時、嗜好品というカテ
ゴリーがあった。生鮮が自分の
担当だったが、どういう訳か 
『今日からお前が担当しろ』 と
言われた。それで 『嗜』 という
文字をじっと見た。そうすると 
『毎日口にすると早く老いる』 
と読めた。北海道の大川社長
は 『親というのは、木の影に
立って見る』 存在なんだと言

っていた。漢字は表音文字ではなく表意文字で、 
『中華人民共和国』 はそのすべてが和製漢字だそう
だ。だからかも知れない。漢字は部首の構成で成り立
っているが、この画像を観ていると、『ホウ、ホウ』 と表
音文字で伝わりそうな感想をもってしまう。先日、家族
の会話でリビングとダイニングとキッチンにそれぞれがいて
会話をしていた。もちろんノイズも発生している。耳が
頼りにならない会話は、細かい音の違いが聞き取れな
い。ふと自分は、娘となら 『ア・イ・ウ・エ・オ』 の五音
だけで、会話が成立するのではないかと思った。 

 犬は 『ワンワン』 猫は 『ニャーニャー』 と言っている
が、それですべて通じ合っているような気がする。子供
の頃に飼っていた鳩は、桜田淳子のように 『クック ク
ー』 ですべて通して、互いに意思の疎通の結果プロポ
ーズが成立していて、卵まで産む。ちなみに鶏みたいに、
のべつ幕無しに鳩は卵を産む訳ではない。言いたい事
は、彼ら彼女らの言語は至ってシンプルで同じ音のよう
でもそこに気が入っていれば、言いたい方はその気に乗
せてシンプルな音でも伝える事が出来るし、聞き手の
方も余程とぼけていない限り理解する事は可能なのだ
ろう。もちろん、伝達内容がシンプルに限ると思われる
が、実はそうでもない了解事項を目撃した。  
目撃というより、その関係性を第三者として共有し

ていた。子供心とは言え、罪なことをしてしまった。長く
番(ツガイ)でいると、生まれる子供の質が落ちると聞い
て、すごく仲が良く、見栄えの美しい番がいたのだが、
その雌と、初めて我が家で育った、別な番の強靭な雄
とをくっつけたくて、あろうことか雄の方を近所の小鳥屋
に売ってしまった。目論見通り、その若雄は残された雌
鳩にプロポーズをして、その雌は巣作りを始めた。その
間ひと月ほど。見栄えが美しい雄鳩だったので直ぐに
売れたのだろう。新しい飼い主が、放鳩したのだろう。
一目散に帰って来た。偶然にも自分が鳩小屋に居る
時だった。戻って来た雄鳩は気も狂わんばかりに歓喜
しているが、雌鳩の方は至って冷静だった。それから、
その雄鳩は取り返しの闘いを始めるのだが、何せ若い
雄は若いだけではなく、最初に貰って来たかなり優れ
たリーダーシップを発揮する老練な雄鳩の息子だった。
体格も立派だった。2～3 日で諦めた。哀しすぎた。と
ころが鳩の会話の話しは此処で終わりではなく、その
若鳩の後に生まれた雌鳩、つまり妹、がその虚しく過ご
している雄鳩に求愛をし、そして受け入れた。でもそれ
は一線を超えない、特殊なツガイ関係のようだった。 



 そんな複雑な会話が、あれだけの音調しか持たない
言語で成立していた。ひょっとすると言語はそこまで必
要ではないのかも知れない。人間社会は、複雑にし
過ぎたのかも知れない。『ひと』 をあまり複雑に捉える
より、もっとシンプルに捉えると人間社会も縄文時代の
ように長く維持できるのかも知れない。この世に自分は
いなくて、いるのは人から役立ててもらえる自分がいる
に過ぎないように思える。ひとの役に立てるように自らを
鍛え、必要とされることを見極めれば良いのだろうと思
う。この事が核となって、その表層に幾重かの色をまと
い、調律すればその様自体が言語となっていくだろう。 

 
この図を観ていると、ふとそんな思いに駆られたが、

これを描いた著者は 『サ行は神に纏わる言葉の集ま
りだ』 と言う。そうかも知れない。『早乙女』『五月女』 
は田に稲の苗を植える娘を言う。あれっ、娘だけなのか
な、おばさんは田植えをするのかな。そもそもの田植え
で田に入るのは女性に限った事なのだろうか。男は田
を均した後は、畔から苗の束を放り投げるだけの役割
か。文化はどうなんだろう。一度調べてみても面白いか
も知れない。神が女を近づけないという話しはよく聞く
が、神が何を考えているのか今ひとつ分からない。つま
りサ行という訳で、神からの使いが田に植えるという事
だとすると、どうも 『サ』 自体が神を表す音らしいことに
なる。そういえば、今思い出したが天皇の田に、平成
天皇自身が田植えをしている姿をテレビで見た気がす
る。まさか天皇自体が神だから例外というんじゃないだ
ろうな。 
 またしても横道に逸れた。どうもいつに増してまとまり
が無くなっているが、我慢して続ける。つまり何処から
横道が始まったかは、犬はワンワンからだ。言いたい事
は、表音文字は抑揚がカギで、抑揚の如何に依って
意味を伝えるという事を言いたかったのだが、そう考え
ると中国語はその抑揚にすべてがありそうで、もし仮に
そうだとすると、中国語は言葉と文字に一貫性が薄い
ような気がした。ア行は感情・感嘆を表す言葉の集ま
り。そのような筋道で考えると、『漢字』 は元々日本
の古に起源があるという説も一定程度頷ける。 

 ところで、情報通り 1 月に解散総選挙となった。そう
いう情報を受けていたが、其の通りになるという事は、
予めシナリオを誰かが書いていて、其の通り動いている
事になる。タイタニック号はイギリスを出て大西洋を渡っ
たんだよね。そうすると、太平洋というのはかなり未開の
地? ということになる。東から西に動く事が西洋の理な
のかも知れないが、ひとが日の出を追いかけて西から
東に移動するのは目的が明確だと思う。ということは、
西洋人と東洋人という括りより、アフリカを出発して太
陽を目指して東に移動して行ったグループと、単に食
料を求めて西に移動をして行ったグループは根本的に
考え方が違って当然だろう。なるほど、これはめっちゃ
面白い学説になる。学説という限りは、論理的に説明
しなければいけないが、それは、優先順位は低いので、
生きている間に機会があれば、という事にしておこう。 
 ところで、今月もこんな愚にもつかないことばかりを並
べ立てているが、気が付けば 2月 2日は設立記念日
という事になる。思い起こしてみれば 1990 年に設立
登記した。創業は 1987 年 11 月某日で(思い出す
ことも調べる事も面倒)、とりあえず開業資金を大阪
府から借入する為、開業届を府の出先機関に提出し
ておいた。未だ友だちの立ち上げ事業を手助けしてい
る時だが、その友だちが 『開業後半年は掛かるから、
先に開業届だけ出しておけば良い』 と知恵をつけてく
れた。その時に受付してくれた年配の女性が、『吉田
の吉は下が長いのか上が長いのか、戸籍通りでないと
審査が通らない』 と教えてくれた。それまでは子供の
頃から下を長く書いていた。調べれば上が長くて 『き
ち』 だった。親も知っていただろうに。そういえば親とい
えば、先月に自分は父と母を選んで何をしに生まれて
来たかが分かったと書いたが、実は親も子を選んで生
んでいる気がする。昨年末に来た帝国データバンクの
調査員が、『自分は夢を諦めて会社勤めになったが、
その事を何も言っていないのに、息子がその諦めた道
を進み始めて驚いた』 と言った。この手の話しは時々
聞く。思い起こしてみれば兄も自分も、一度だけ父が 
『夢だ』 と語った道を進み始めている事に気づいた。 
           有限会社アルファー 吉田清一郎 


